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E 君 は 語る。 

あいおい ちょう うらだな 

本 所 相 生 町の 裏店に 住む 平吉 は、 物に 追われる よ 

うに 息 を 切って 龃 けて 来た。 かれは 両国の 橋番の 小屋 

へ龃け 込んで、 かねて 見識り 越しの 橋番 のお やじ を 呼 

んで、 水 を 一 杯 くれと 言った。 

「どうしな すった。 暄嘩 でもし なすった かねごと、 橋 

おやじ 

番の 老爺 は そこに ある 水 桶の 水 を 汲んで やりながら、 

少しく 眉 を ひそめて 訊いた。 

たけび しゃく 

平吉は それに も 答えないで、 おやじの 手から 竹 柄杓 

を 引った くるよう にして、 ひと 息に ぐっと 飲んだ。 そ 



うして、 自分の 龃 けて 来た 方角 を 狐の ように 幾た びか 

見 まわして いるの を、 橋番 のお やじ は 呆気に 取られた 

ひる 

ように ながめて いた。 文政 末年の 秋の 日 ももう 午に 近 

づ いて、 広小路の 青物 巿の 呼び声が やがて 見世物 やお 

なりもの 

でで こ 芝居の 鳴 物に 変ろうと する 頃で、 昼ながら どこ 

となく 冷たい ような 秋風が 番小屋の 軒の 柳 を 軽くな び 

かせて いた。 

「どうかし なすった かえ ご と、 おやじ は 相手の 顔 をの 

ぞ きながら 訊いた。 

平 吉は何 か 言おうと して また 躊躇した。 かれは 無言 

で そこらに ある 小 桶 を 指さした。 番小屋の tn のまえ に 
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